
L402 【骨と筋肉】筋肉の収縮
[Bones and Muscles] Muscles

 生命館4階

■展示品のねらい
この展示品は撤去されました。現在はご覧いただけません。
  骨格筋は、太さ0.02mmほどの細長い細胞が束になったもの
で、この細胞を筋細胞(筋線維)といいます。筋線維はさらに
、太さ0.001mmほどの筋原線維とよばれる細い構造体が束に
なったものです。筋肉の収縮は、この筋原線維が収縮するは
たらきによるものですが、それはさらにミクロの世界で行わ
れます。
  筋原線維には2種類の細いフィラメント(アクチンとミオシン
)が平行して走り、アクチンフィラメントがミオシンフィラメ
ントの間にすべりこむと筋原線維の収縮がおこるのです。
  この展示品では、骨格筋の一部を拡大して【1】筋線維（筋
細胞）【2】筋原線維【3】筋原線維を拡大したフィラメント
（アクチン：赤、ミオシン：ピンク）の模型を示してありま
す。また【3】はボタンを押すと、筋原線維が収縮する様子を
見ることができます。

■知識プラスワン

  模型を見るとよく分かりますが、骨格筋では2種類のフィラ
メントの束は一部が互いの間に入り込んでおり、この部分は
他の部分より暗く見えます。そのために、筋原線維には、明
—暗の繰り返しがしまもよう（横紋）となって見えます。こ
の横紋は、手や足ばかりでなく、心臓の筋肉にも見られます
。
  アクチンフィラメントは、アクチンという洋なし形（図では
球状に示してあります）のタンパク質が400個ほどつながり
、他のタンパク質と組みあわせられて、百万分の7ミリほどの
細い糸になったものです。
  一方、ミオシンフィラメントは太さ百万分の12ミリという
アクチンフィラメントよりやや太い糸で、ミオシンという「
頭が2つになったマッチ棒」のような形のタンパク質が200本
ほど束になったものです。ミオシンの頭が外につき出ている
ので、ミオシンフィラメントにはとげがたくさんあるように
見えます。
  筋肉の収縮のエネルギーには、アデノシン三リン酸（ATP）
という物質を分解するときに出るエネルギーが使われます。
このエネルギーを効率よく利用し、熱になって逃げてしまう
割合が低いということが筋肉の収縮の特徴です。ミオシンの2
つの「マッチ棒の頭」の部分にATPを分解してエネルギーを
取り出すはたらきがあることが分かっていますが、このエネ
ルギーを使ってどうやってアクチンフィラメントがミオシン
フィラメントの間にすべりこむのかについてはまだ謎が多く
残っています。
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